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 ll一 審査結果要旨
 一
“
 1958年神前等はボルトポルフィリン染色法を用いて癌組織に特異的に存する小体を認め,この
 物質のポルフイリど親矛耕生を利用して抽出を行ない,スペルミン,コリン,燐酸,不飽和肪脂酸
 よりなる燐脂質で,悪性1幽募組織,担癌動物組織に特異的に存すると述べた。叉この物質を血液
 中より証明する方法を提示し,本法によれば癌患者にωO%陽性,非癌患者に犯O%隆隆であっ
 たと述べた。
 著:者は本法を悪性例94例,非悪性例79例,計175例に施行し,前者にては陽1生率957%,
 後者にては陽性率貌2%で,癌患者に特異的であるとの結果を得ることはできなかった。
 測、1耳対等は本法にてRfo.58にスポットを結ぶニソヒドリソ陽性物質は,アミノ酸叉はアミノ
 鹸誘導体であると述べている。私ばNa2控2po,誇0μcを,五一ルリツヒ腹水癌移殖マウス腹腔内
 に注入し,一定時間後腹水を採取し,これを本法の操作に従って処理して得たペーパーク・マト
 グラムでマイク口才ー1・ラジオグラフィーを行ないRfD.38及びRfO,慰の二γヒドリン陽性部
 に一致して32Pによるスポットを認めた。更に押P100μcをエールリツヒ腹水癌移殖マウス腹腔
 内に注入し経時的に腹水を撮駁し,本法の操作に従って処理して得たクロロホルム抽出物を線状
 にスポットし,本法の溶媒にて展開し,Rfロ,58及びRfO.51のニンヒドリソ発色帯を》曲とり,
 αM管にて測定すると,マリグノリビン劃分の32Pの放射能は48時間にて最高値をとり,5㌔担
 癌マウスの肝を処理した1場合には8～12時間で最高値をと診,腎にては24時間に.て最高値をと
 る。
 更にエールリソヒ腹水癌マウスよりの腹水2ccとYLA培地1cc及び32P20μcを混じ回転培麗
 法にて,組織培養を行ない,これを経時的に撮瞑して前述の如く処理し,マリグノリビン劃分の
 放射能を測定すると開始5時間後にて最高値(63GqPMjとなる。然るにYLA及び腹水のみ
 にて同様の条件にて培養を行ない、経時的に採取し,各々エタノールを加えてから32P20μcを
 混じ本法の処理を施した場合のマリグノリビン劃分の放射能は19±5C'P麓であった。以上の事
 よりRf口.58なこスポットを糸占譲二ニン'ヒドリン'陽1生生勿婁{は含炉肖b合物なること力論占語論され.る。ヌ.こ
 の亙w鴬roの条件で,T}臨b懸ser-Sct熾盛d七法及びS伽1eider法に・よって処理せる各合焼化合
 物の放射能の時間的推移を見るに,齪溶性劃分が1～2時間に最高値を有し,以後減少する。マ
 リグノリビン剥分,Pho難癖ido一発頭de蟄扮が次に続ぎ核酸劃分をま6時間迄直線附に増加し
 以後9時間或で増加は著明ではない。燐脂質劃分は列樹韻後にいたるも尚直線的に増加する。
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